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(57)【要約】
【課題】効果的にイオンを非表示領域に留める液晶表示
装置を提供する。
【解決手段】能動素子基板は、映像を表示する表示領域
及び映像を表示しない非表示領域を有し、映像信号線と
、走査線を有し、前記映像信号線と接続した能動素子と
、前記走査線及び前記映像信号線と接続し、電圧を印加
する駆動回路と、共通電極と、前記共通電極と電気的に
接続されており、前記非表示領域に設けられたシールド
電極と、前記共通電極より低電圧であり、前記非表示領
域に設けられたトラップ電極と、を備え、前記トラップ
電極は、平面視にて、少なくとも一部が前記シールド電
極と異なる位置に設けられており、前記走査線は、前記
シールド電極及び前記トラップ電極の下方に設けられて
いる液晶表示装置。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　能動素子基板、前記能動素子基板の上方で対向する対向基板、並びに前記能動素子基板
及び前記対向基板の間に設けられた液晶を備える液晶表示装置であって、
　前記能動素子基板は、映像を表示する表示領域及び映像を表示しない非表示領域を有し
、
　映像信号線と、
　走査線を有し、前記映像信号線と接続した能動素子と、
　前記走査線及び前記映像信号線と接続し、電圧を印加する駆動回路と、
　共通電極と、
　前記共通電極と電気的に接続されており、前記非表示領域に設けられたシールド電極と
、
　前記共通電極より低電圧であり、前記非表示領域に設けられたトラップ電極と、
を備え、
　前記トラップ電極は、平面視にて、少なくとも一部が前記シールド電極と異なる位置に
設けられており、
　前記走査線は、前記シールド電極の下方に設けられている
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記シールド電極にはスリットが形成されており、
　前記トラップ電極は、平面視にて前記スリット内に設けられている
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記シールド電極は複数設けられており、
　前記トラップ電極は、平面視にて複数の前記シールド電極の間に設けられている
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記シールド電極は、前記トラップ電極より上層に設けられている
　請求項１から３までのいずれか一つに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記シールド電極は、前記トラップ電極と同じ層に設けられている
　請求項１から３までのいずれか一つに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記シールド電極は、前記トラップ電極より下層に設けられている
　請求項１から３までのいずれか一つ記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記能動素子基板は、前記液晶と接触した配向膜を備え、
　前記シールド電極は、前記配向膜と同じ層に設けられている
　請求項４又は５に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記シールド電極は、平面視において前記トラップ電極より内側に設けられている
　請求項１から７までのいずれか一つに記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記シールド電極は、平面視において前記トラップ電極より外側に設けられている
　請求項１から７までのいずれか一つに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記走査線は複数本であり、前記走査線の一本又は複数本は、時間平均の電圧が前記共
通電極より低電圧の低電圧走査線であり、
　前記低電圧走査線は、平面視にて、少なくとも一部が前記シールド電極と異なる位置に
設けられている
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　請求項１から９までのいずれか一つに記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　能動素子基板、前記能動素子基板の上方で対向する対向基板、並びに前記能動素子基板
及び前記対向基板の間に設けられた液晶を備える液晶表示装置であって、
　前記能動素子基板は、映像を表示する表示領域及び映像を表示しない非表示領域を有し
、
　映像信号線と、
　走査線を有し、前記映像信号線と接続した能動素子と、
　前記走査線及び前記映像信号線と接続し、電圧を印加する駆動回路と、
　共通電極と、
　前記共通電極と電気的に接続されており、前記非表示領域に設けられたシールド電極と
、
を備え、
　前記走査線は、前記シールド電極の下方に設けられており、
　前記走査線は複数本であり、前記走査線の一本又は複数本は、時間平均の電圧が前記共
通電極より低電圧の低電圧走査線であり、
　前記低電圧走査線は、平面視にて、少なくとも一部が前記シールド電極と異なる位置に
設けられている
　液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、特にＦＦＳ（Fringe Field Switching）方式を含むＩＰ
Ｓ（In Plane Switching）方式等の液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＦＦＳ方式を含むＩＰＳ方式等の液晶表示装置は、液晶を挟む２つの基板の一方である
能動素子基板に、走査線及び映像信号線に電圧を印加するドライバ回路が設けられている
。そのため、能動素子基板には、走査線が表示領域の外にまで設けられている。
【０００３】
　ここで、液晶及び配向膜、シールからの不純物、水分侵入による外部からの不純物等が
帯電したイオンが生じることがある。かかるイオンは。電圧値を下げるので、液晶表示装
置の表示輝度を低下し黒く見える黒ムラを生じさせる原因になる。このようなイオンは、
表示領域外の走査線により電解により、表示領域外の走査線近傍に集まるが、多く発生し
た場合、一部のイオンは、表示領域外のみならず、表示領域内にも集まる。
【０００４】
　特許文献１には、対向基板と偏光板との間にシールド電極を設けた表示装置が記載され
ている。この表示装置は、シールド電極を設け、イオンを非表示領域に留めることにより
、表示領域にイオンが集まることを抑制する。
【０００５】
　しかし、単に、液晶表示装置がシールド電極を備えただけでは、イオンを表示領域外に
留めていくことが困難であるため、イオンがなお表示領域に集まるという課題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２６８６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本件発明は、上述の課題を解決するものであり、効果的にイオンを表示領域外に留める
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液晶表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の液晶表示装置は、能動素子基板、前記能動素子基板の上方で対向する対向基板
、並びに前記能動素子基板及び前記対向基板の間に設けられた液晶を備える液晶表示装置
であって、前記能動素子基板は、映像を表示する表示領域及び映像を表示しない非表示領
域を有し、映像信号線と、走査線を有し、前記映像信号線と接続した能動素子と、前記走
査線及び前記映像信号線と接続し、電圧を印加する駆動回路と、共通電極と、前記共通電
極と電気的に接続されており、前記非表示領域に設けられたシールド電極と、前記共通電
極より低電圧であり、前記非表示領域に設けられたトラップ電極と、を備え、前記トラッ
プ電極は、平面視にて、少なくとも一部が前記シールド電極と異なる位置に設けられてお
り、前記走査線は、前記シールド電極及び前記トラップ電極の下方に設けられている。
【０００９】
　本発明の液晶表示装置は、前記シールド電極にはスリットが形成されており、前記トラ
ップ電極は、平面視にて前記スリット内に設けられている。
【００１０】
　本発明の液晶表示装置は、前記シールド電極は複数設けられており、前記トラップ電極
は、平面視にて複数の前記シールド電極の間に設けられている。
【００１１】
　本発明の液晶表示装置は、前記シールド電極は、前記トラップ電極より上層に設けられ
ている。
【００１２】
　本発明の液晶表示装置は、前記シールド電極は、前記トラップ電極と同じ層に設けられ
ている。
【００１３】
　本発明の液晶表示装置は、前記シールド電極は、前記トラップ電極より下層に設けられ
ている。
【００１４】
　本発明の液晶表示装置は、前記能動素子基板は、前記液晶と接触した配向膜を備え、前
記シールド電極は、前記配向膜と同じ層に設けられている。
【００１５】
　本発明の液晶表示装置は、前記シールド電極は、平面視において前記トラップ電極より
内側に設けられている。
【００１６】
　本発明の液晶表示装置は、前記シールド電極は、平面視において前記トラップ電極より
外側に設けられている。
【００１７】
　本発明の液晶表示装置は、前記走査線は複数本であり、前記走査線の一本又は複数本は
、時間平均の電圧が共通電極より低電圧の低電圧走査線であり、時間平均の電圧が共通電
極より低電圧の低電圧走査線であり、前記低電圧走査線は、平面視にて、少なくとも一部
が前記シールド電極と異なる位置に設けられている。
【００１８】
　本発明の液晶表示装置は、能動素子基板、前記能動素子基板の上方で対向する対向基板
、並びに前記能動素子基板及び前記対向基板の間に設けられた液晶を備える液晶表示装置
であって、前記能動素子基板は、映像を表示する表示領域及び映像を表示しない非表示領
域を有し、映像信号線と、走査線を有し、前記映像信号線と接続した能動素子と、前記走
査線及び前記映像信号線と接続し、電圧を印加する駆動回路と、共通電極と、前記共通電
極と電気的に接続されており、前記非表示領域に設けられたシールド電極と、を備え、前
記走査線は、前記シールド電極の下方に設けられており、前記走査線は複数本であり、前
記走査線の一本又は複数本は、時間平均の電圧が共通電極より低電圧の低電圧走査線であ
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り、前記低電圧走査線は、平面視にて、少なくとも一部が前記シールド電極と異なる位置
に設けられている。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、イオンを遮蔽しつつ、非表示領域に集めることができるので、イオン
を非表示領域に留めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】液晶表示装置の斜視図である。
【図２】能動素子基板の平面図である。
【図３】能動素子基板の平面図である。
【図４】液晶表示装置の断面図である。
【図５】能動素子基板の平面図である。
【図６】液晶表示装置の断面図である。
【図７】能動素子基板の平面図である。
【図８】能動素子基板の平面図である。
【図９】液晶表示装置の断面図である。
【図１０】液晶表示装置の断面図である。
【図１１】液晶表示装置の断面図である。
【図１２】液晶表示装置の断面図である。
【図１３】液晶表示装置の断面図である。
【図１４】液晶表示装置の断面図である。
【図１５】液晶表示装置の断面図である。
【図１６】液晶表示装置の断面図である。
【図１７】液晶表示装置の断面図である。
【図１８】液晶表示装置の断面図である。
【図１９】液晶表示装置の断面図である。
【図２０】液晶表示装置の断面図である。
【図２１】液晶表示装置の断面図である。
【図２２】液晶表示装置の断面図である。
【図２３】液晶表示装置の断面図である。
【図２４】液晶表示装置の断面図である。
【図２５】液晶表示装置の断面図である。
【図２６】液晶表示装置の断面図である。
【図２７】液晶表示装置の断面図である。
【図２８】液晶表示装置の断面図である。
【図２９】液晶表示装置の断面図である。
【図３０】液晶表示装置の断面図である。
【図３１】液晶表示装置の断面図である。
【図３２】液晶表示装置の断面図である。
【図３３】液晶表示装置の断面図である。
【図３４】液晶表示装置の断面図である。
【図３５】液晶表示装置の断面図である。
【図３６】液晶表示装置の断面図である。
【図３７】液晶表示装置の断面図である。
【図３８】液晶表示装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
＜実施形態１＞
　図１は、液晶表示装置１００の斜視図である。液晶表示装置１００は、能動素子基板２
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００と、対向基板３００と、バックライト装置９００とを含む。
【００２２】
　バックライト装置９００は、例えばＬＥＤ（Light Emitting Diode）等の発光部を有し
ており、能動素子基板２００の外側から、能動素子基板２００及び対向基板３００を透過
するよう光を出射する。
【００２３】
　図２は、能動素子基板２００の平面図である。図３は、能動素子基板２００の平面図で
ある。図４は、液晶表示装置１００の断面図である。図３は、図２における領域Ｉを拡大
した図面である。図４は、図３のＡＡ’線に沿った断面図である。
【００２４】
　各実施形態において、対向基板３００から能動素子基板２００に向かう方向を下方、能
動素子基板２００から対向基板３００に向かう方向を上方とする。なお、図３において、
バックライト装置９００は、能動素子基板２００の下方に設けられている。液晶９０は、
能動素子基板２００及び対向基板３００の間に設けられている。上から下方を見ることを
平面視という。
【００２５】
　能動素子基板２００は、走査線１と、映像信号線２と、共通電極４と、画素電極５と、
透明基板３０と、絶縁層３１と、絶縁層３２と、半導体層３３と、ソース電極３４と、ド
レイン電極３５と、配向膜３９とを備える。
【００２６】
　透明基板３０は、ガラス製であるが、プラスチック製であってもよい。透明基板３０は
、例えば矩形状である。
【００２７】
　複数の走査線１は、能動素子基板２００の一方向に沿って、等間隔に設けられている。
一方向は、例えば透明基板３０の短辺方向である。複数の走査線１は、透明基板３０上に
設けられている。走査線１には、オン時には、共通電極４の電圧より高いゲートハイ電圧
が印加され、オフ時には共通電極４より低いゲートロー電圧が印加される。
【００２８】
　複数の映像信号線２は、能動素子基板２００の他方向に沿って、等間隔に設けられてい
る。他方向は、例えば透明基板３０の長辺方向である。一方向と他方向は平面視において
垂直であり、走査線１は、映像信号線２と交差している。走査線１及び映像信号線２は、
一部が屈曲していてもよい。映像信号線２には、表示する映像に応じた電圧が印加される
。
【００２９】
　絶縁層３１は、透明基板３０上及び映像信号線２上に設けられている。透明基板３０と
映像信号線２及び絶縁層３１との間には、アンダーコート膜又は絶縁層等が設けられてい
てもよい。
【００３０】
　共通電極４は、絶縁層３１上に設けられている。共通電極４は、表示領域５０全体に亘
って設けられている。共通電極４は、平板状であるが、帯状であってもよい。共通電極４
は、電圧が一定に保たれている。
【００３１】
　半導体層３３は、絶縁層３１上に設けられている。半導体層３３は、走査線１の上方に
設けられており、平面視において、走査線１の幅方向より広い幅をなした板状である。ソ
ース電極３４は、絶縁層３１上であって、半導体層３３の一端側に設けられている。ソー
ス電極３４は、一部が半導体層３３の上に設けられている。ドレイン電極３５は、絶縁層
３１上であって、半導体層３３の他端側に設けられている。ドレイン電極３５は、一部が
半導体層３３の上に設けられている。走査線１、絶縁層３１、半導体層３３、ソース電極
３４及びドレイン電極３５が、能動素子４０として機能する。
【００３２】
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　能動素子４０は、走査線１に印加された電圧によってオンオフを制御する。能動素子４
０は、オン時に、映像信号線２が入力した映像信号に応じた電圧を、ソース電極３４及び
半導体層３３を介してドレイン電極３５に導く。
【００３３】
　絶縁層３２は、絶縁層３１上に設けられており、共通電極４及び能動素子４０を覆う。
なお、絶縁層３２と絶縁層３１とは接触していなくともよく、他の絶縁層又はカラーフィ
ルタ等が間に設けられていてもよい。
【００３４】
　画素電極５は、絶縁層３２上に設けられており、板状にスリットが形成されている。画
素電極５は、例えば帯状等であってもよい。また、画素電極５は、接続部５１を有する。
接続部５１は、下方に突出しており、ドレイン電極３５と電気的に接続する。画素電極５
は、ドレイン電極３５より入力した電圧を、液晶９０に印加する。
【００３５】
　配向膜３９は、例えばポリイミド製であり、液晶９０の分子群を一定方向に配列させる
。
【００３６】
　液晶９０は、ネマティック液晶であり、印加される電圧値に基づき液晶分子の配向方向
が変化する。
【００３７】
　能動素子基板２００は、表示領域５０と非表示領域６０とを有する。表示領域５０には
複数の能動素子４０が設けられている。表示領域５０は、バックライト装置９００から出
射された光を複数の能動素子４０それぞれが制御することにより、映像を表示する。一方
、非表示領域６０は、映像を表示しない領域である。
【００３８】
　対向基板３００は、透明基板９１と、カラーフィルタ９２と、遮光部９３と、配向膜９
４とを備える。
【００３９】
　透明基板９１は、ガラス製であるが、プラスチック製であってもよい。カラーフィルタ
９２は、透明基板９１の下に設けられており、特定の色の光を透過する。遮光部９３は、
透明基板９１の下に設けられている。また、遮光部９３は、格子状であり、走査線１及び
映像信号線２の上方に設けられ、遮光性を有する。遮光部９３は、非表示領域６０に設け
られていてもよい。配向膜９４は、液晶９０の液晶分子群を一定方向に配列させる。なお
、能動素子基板２００にカラーフィルタが設けられている場合は、カラーフィルタ９２及
び遮光部９３は設けられていなくてもよい。
【００４０】
　図５は、能動素子基板２００の平面図である。図６は、液晶表示装置１００の断面図で
ある。図５は、図２における領域ＩＩを拡大した図面である。図６は、図５のＢＢ’線に
沿った断面図である。
【００４１】
　封止部９５は、シールド電極６の外側周縁の上及び外側に設けられている。封止部９５
は、非表示領域６０の外周に沿って設けられており、液晶９０を封止する。
【００４２】
　図７は、能動素子基板２００の平面図である。図８は、能動素子基板２００の平面図で
ある。図８は、図７における領域ＩＩＩを拡大した図面である。
【００４３】
　走査線１は、非表示領域６０に設けられている複数の走査線１１を有する。複数の走査
線１１は、走査線１の約半数が表示領域５０の一辺側、他の約半数が一辺と対向する他辺
側の非表示領域６０に設けられている。
【００４４】
　複数の走査線１１は、表示領域５０内における走査線１１の長さ方向から屈折し、非表
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示領域６０に沿って、間隔をおいて設けられている。複数の走査線１１の間隔は、表示領
域５０における走査線１の間隔より狭い。複数の走査線１１は、駆動回路３８と接続して
いる。複数の走査線１１の一部は、封止部９５の下方にも設けられている。
【００４５】
　映像信号線２は、非表示領域６０に設けられている複数の映像信号線２１を有する。複
数の映像信号線２１は、非表示領域６０内で屈折し、駆動回路３８と接続している。
【００４６】
　駆動回路３８は、能動素子基板２００の端近傍に設けられている。駆動回路３８は、複
数の走査線１１にゲートハイ電圧及びゲートロー電圧を印加する。駆動回路３８は、複数
の映像信号線２１に、表示する映像に応じた電圧を印加する。
【００４７】
　絶縁層３１、絶縁層３２、液晶９０は、非表示領域６０にも設けられている。
【００４８】
　シールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。即ち、シールド電極６は、配向膜
３９と同じ層に設けられている。シールド電極６は、駆動回路３８が設けられている辺を
除く、非表示領域６０の３辺の形状に沿ったＵ字の板状である。また、シールド電極６は
、複数の走査線１１の上方に設けられている。シールド電極６は、例えばＩＴＯ（Indium
 Tin Oxide）等の導電性物質であってもよく、導電性の金属製であってもよい。シールド
電極６は、共通電極４と電気的に接続されており、両者が同電圧になっている。
【００４９】
　シールド電極６には、スリット６１が形成されている。スリット６１は、平面視におい
て、シールド電極６の幅方向の中央より外側に設けられている。即ち、シールド電極６は
、スリット６１より内側の部分の方が、外側の部分より幅が広い。スリット６１は、シー
ルド電極６の外形に沿ったＵ字状である。
【００５０】
　配線６５は、駆動回路３８とシールド電極６とを接続する。配線６５は共通電極４に接
続されていてもよい。
【００５１】
　トラップ電極７は、非表示領域６０の絶縁層３１上に設けられている。即ち、トラップ
電極７は、共通電極４と同じ層に設けられている。トラップ電極７は、平面視において、
非表示領域６０の３辺の形状に沿ったＵ字の帯状をなしている。トラップ電極７は、スリ
ット６１に沿って設けられている。
【００５２】
　トラップ電極７は、複数の走査線１１の上方に設けられている。トラップ電極７は、例
えばＩＴＯ等の透明の導電膜であってもよく、導電性の金属製であってもよい。
【００５３】
　トラップ電極７は、スリット６１の下方に設けられている。即ち、トラップ電極７は、
平面視において、シールド電極６のスリット６１内に配置されている。
【００５４】
　シールド電極６及びトラップ電極７は、平面視において少なくとも一部が重ならない位
置に設けられている。また、シールド電極６とトラップ電極７とは、平面視において全く
重ならない位置に設けられていることが望ましい。トラップ電極７の幅は、スリット６１
の幅より狭いことが望ましい。シールド電極６とトラップ電極７との少なくとも一部が平
面視において重ならないことにより、不純物のイオンに対して、シールド電極６がイオン
を遮蔽し、トラップ電極７がイオンを集めるというそれぞれの機能を効果的に発揮するこ
とができる。なお、シールド電極６及びトラップ電極７は、表示領域５０の一方又は両方
の長辺側にのみ設けられていてもよい。
【００５５】
　また、シールド電極６の内縁は、最も内側の走査線１１よりも内側である。また、シー
ルド電極６の外縁は、最も外側の走査線１１よりも外側である。シールド電極６は、封止
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部９５の下方に設けられている。
【００５６】
　配線７５は、駆動回路３８とトラップ電極７とを接続する。駆動回路３８は、例えば能
動素子４０のオフ電圧であるゲートロー電圧を配線７５に印加する。トラップ電極７は、
シールド電極６より低電圧である。
【００５７】
　不純物等が帯電したイオンは、正のイオンである。従って、トラップ電極７は、共通電
極４より低電圧にすることで、クーロン力により、イオンを集めることができる。
【００５８】
　本実施形態によれば、非表示領域６０に、共通電極４と同電圧のシールド電極６、及び
共通電極４より低電圧のトラップ電極７を備えるので、イオンを遮蔽しつつ、非表示領域
６０に集めることができる。
【００５９】
　また、シールド電極６は、一部が封止部９５の下方に設けられている。これにより、封
止部９５又は液晶表示装置１００の外部から生じるイオンを効果的に遮蔽することができ
る。
【００６０】
　また、シールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。即ち、シールド電極６は、
液晶９０と近接した位置に設けられている。これにより、シールド電極６は、液晶９０か
ら生じたイオンを効果的に遮蔽することができる。
【００６１】
　また、シールド電極６は、一部がトラップ電極７より内側に設けられている。これによ
り、トラップ電極７は、表示領域５０と非表示領域６０との境界よりも離れた位置でイオ
ンを集めることができる。したがってイオンが表示領域５０に集まることを効果的に防止
することができる。
【００６２】
　また、シールド電極６は、トラップ電極７より上層に設けられている。これにより、シ
ールド電極６は、自身の上面側に加えて側面側のイオンも効果的に遮蔽することができる
。
【００６３】
　また、シールド電極６は、一部が配向膜３９と同じ層に設けられている。これにより、
シールド電極６は、配向膜３９から生じたイオンを効果的に遮蔽することができる。
【００６４】
　なお、シールド電極６は、上述の通り１つであることに限られない。トラップ電極７の
内側に設けられたシールド電極６と、外側に設けられたシールド電極６とが、別体であっ
てもよい。以下、シールド電極６が同じ層に複数設けられている実施形態においては、ス
リット６１が形成されている一体のシールド電極６も実施形態に含む。
【００６５】
　なお、シールド電極６及びトラップ電極７は、駆動回路３８が設けられている辺の側に
おける非表示領域６０に設けられていてもよい。非表示領域６０の走査線１１とともに、
又は走査線１１に代えて、シールド電極６及びトラップ電極７が、非表示領域６０の映像
信号線２１の上方に設けられていてもよい。
【００６６】
　なお、配向膜３９は、非表示領域６０に設けられていてもよく、封止部９５近傍まで設
けられていてもよい。この場合、シールド電極６は、配向膜３９の上方に設けられていて
もよい。また、この場合、シールド電極６は、配向膜３９の直上又は直下で重なっていて
もよい。これにより、非表示領域６０に設けられた配向膜３９から生じるイオンが、表示
領域５０に集まることを効果的に抑制できる。
【００６７】
＜実施形態２＞
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　図９は、液晶表示装置１００の断面図である。上述の実施形態と同様の構成については
、説明を省略する。
【００６８】
　シールド電極６は、実施形態１と同様である。トラップ電極７は、絶縁層３２上に設け
られている。即ち、シールド電極６とトラップ電極７とが同じ層に設けられている。また
、トラップ電極７は、シールド電極６のスリット６１内に設けられている。
【００６９】
　本実施形態によれば、トラップ電極７が、配向膜３９と同じ層に設けられている。これ
により、トラップ電極７は、配向膜３９から生じたイオンを効果的に集めることができる
。
【００７０】
　また、トラップ電極７は、絶縁層３２上に設けられている。即ち、トラップ電極７は、
液晶９０と近接した位置に設けられている。これにより、トラップ電極７は、液晶９０か
ら生じたイオンを効果的に集めることができる。
【００７１】
　また、シールド電極６とトラップ電極７とが同じ層に設けられている。これにより、液
晶表示装置１００を製造する際に、シールド電極６とトラップ電極７とを簡潔な工程で製
造することができる。
【００７２】
　なお、配向膜３９は、非表示領域６０に設けられていてもよく、封止部９５近傍まで設
けられていてもよい。この場合、トラップ電極７は、配向膜３９の上方に設けられていて
もよい。また、この場合、トラップ電極７は、配向膜３９の直上又は直下で重なっていて
もよい。
【００７３】
＜実施形態３＞
　図１０は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、表示領域５０に近
い内側と表示領域５０から遠い外側とに、２つ設けられている。シールド電極６は、絶縁
層３１上に設けられている。トラップ電極７は、絶縁層３１上に設けられている。トラッ
プ電極７は、内側のシールド電極６と外側のシールド電極６との間に設けられている。
【００７４】
　本実施形態によれば、シールド電極６が、共通電極４と同じ層に設けられている。これ
により、シールド電極６と共通電極４とを電気的に接続するための構造を簡潔な工程で製
造することができる。
【００７５】
　本実施形態によれば、シールド電極６及びトラップ電極７は、絶縁層３１上に設けられ
ている。即ち、シールド電極６及びトラップ電極７は、走査線１１の近傍に設けられてい
る。従って、シールド電極６及びトラップ電極７は、走査線１１の近傍のイオンを効果的
に遮蔽し、また、集めることができる。
【００７６】
＜実施形態４＞
　図１１は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、絶縁層３１上に設
けられている。トラップ電極７は、シールド電極６より上層である絶縁層３２上に設けら
れている。また、トラップ電極７は、平面視において、シールド電極６のスリット６１内
に配置されている。
【００７７】
　本実施形態によれば、トラップ電極７は、シールド電極６より上層である絶縁層３２上
に設けられている。これにより、トラップ電極７は、自身の上面側に加えて側面側にもイ
オンを集めることができる。
【００７８】
＜実施形態５＞
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　図１２は、液晶表示装置１００の断面図である。２つのシールド電極６は、表示領域５
０に近い内側と表示領域５０から遠い外側とに、それぞれ設けられている。
【００７９】
　内側のシールド電極６は、絶縁層３１上に設けられている。外側のシールド電極６は、
絶縁層３２上に設けられている。内側のシールド電極６は、外側のシールド電極６より幅
が広い。トラップ電極７は、絶縁層３１上に設けられており、平面視において、内側のシ
ールド電極６と外側のシールド電極６との間に配置されている。
【００８０】
　本実施形態によれば、内側のシールド電極６は、共通電極４と同じ層に設けられている
ので、内側のシールド電極６と共通電極４とを電気的に接続するための構造を簡潔な工程
で製造することができる。一方外側のシールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている
ので、封止部９５又は表示装置１００の外部から侵入するイオンを効果的に防止すること
ができる。
【００８１】
＜実施形態６＞
　図１３は、液晶表示装置１００の断面図である。２つのシールド電極６は、実施形態５
と同様であるが、トラップ電極７は、絶縁層３２上に設けられている。
【００８２】
＜実施形態７＞
　図１４は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、表示領域５０に近
い内側と、中間と、表示領域５０から遠い外側とに３つ設けられている。３つのシールド
電極６はそれぞれ、非表示領域６０の３辺に沿ったＵ字の板状である。また、内側のシー
ルド電極６が最も幅が広く、次いで中間のシールド電極６、外側のシールド電極６の順に
幅が狭くなっている。３つのシールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。
【００８３】
　トラップ電極７は、２つ設けられている。２つのトラップ電極７は、平面視において、
非表示領域６０の３辺の形状に沿ったＵ字の板状をなしている。２つのトラップ電極７は
、絶縁層３１上に設けられている。
【００８４】
　２つのトラップ電極７は、平面視において、内側のシールド電極６と中間のシールド電
極６との間、中間のシールド電極６と外側のシールド電極６との間に配置されている。な
お、２つのトラップ電極７は、接続して一体であってもよい。
【００８５】
＜実施形態８＞
　図１５は、液晶表示装置１００の断面図である。３つのシールド電極６は、実施形態７
と同様であるが、２つのトラップ電極７は、絶縁層３２上に設けられている。即ち、シー
ルド電極６と２つのトラップ電極７とが同じ層に設けられている。また、２つのトラップ
電極７は、それぞれ内側のシールド電極６と中間のシールド電極６との間、及び中間のシ
ールド電極６と外側のシールド電極６との間に配置されている。
【００８６】
＜実施形態９＞
　図１６は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、表示領域５０に近
い内側と、中間と、表示領域５０から遠い外側とに３つ設けられている。
【００８７】
　また、トラップ電極７は、絶縁層３１上に２つ設けられている。即ち、シールド電極６
と２つのトラップ電極７とが同じ層に設けられている。また、２つのトラップ電極７は、
それぞれ内側のシールド電極６と中間のシールド電極６との間、及び中間のシールド電極
６と外側のシールド電極６との間に配置されている。
【００８８】
＜実施形態１０＞
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　図１７は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、表示領域５０に近
い内側と、中間と、表示領域５０から遠い外側とに３つ設けられている。表示領域５０に
近い内側のシールド電極６は、絶縁層３１上に設けられている。非表示領域６０の中間と
、表示領域５０から遠い外側のシールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。
【００８９】
　また、トラップ電極７は、絶縁層３２上に２つ設けられている。１つのトラップ電極７
は、中間のシールド電極６の内側に設けられている。また、もう１つのトラップ電極７は
、中間のシールド電極６と外側のシールド電極６との間に設けられている。
【００９０】
＜実施形態１１＞
　図１８は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、表示領域５０に近
い内側と、中間と、表示領域５０から遠い外側とに３つ設けられている。表示領域５０に
近い内側のシールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。中間のシールド電極６と
、表示領域５０から遠い外側のシールド電極６とは、絶縁層３１上に設けられている。
【００９１】
　また、トラップ電極７は、絶縁層３２上に２つ設けられている。１つのトラップ電極７
は、中間のシールド電極６の内側に設けられている。また、もう１つのトラップ電極７は
、中間のシールド電極６と外側のシールド電極６との間に設けられている。
【００９２】
＜実施形態１２＞
　図１９は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、表示領域５０に近
い内側から、中央より外側にまで亘って設けられている。シールド電極６は、絶縁層３２
上に設けられている。シールド電極６は、一辺側に設けられている複数の走査線１１のう
ち、過半数以上の複数の走査線１１の上方に設けられている。
【００９３】
　トラップ電極７は、平面視において、シールド電極６より外側に設けられている。トラ
ップ電極７は、絶縁層３１上に設けられている。
【００９４】
　本実施形態によれば、シールド電極６が内側に設けられ、トラップ電極７が外側に設け
られている。従って、表示領域５０から遠い側にイオンを集めることができる。
【００９５】
＜実施形態１３＞
　図２０は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、実施形態１２と同
様である。トラップ電極７は、平面視において、シールド電極６より外側に設けられてい
る。トラップ電極７は、絶縁層３２上に設けられている。
【００９６】
＜実施形態１４＞
　図２１は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、表示領域５０に近
い内側から、非表示領域６０の幅方向の中央より外側にまで亘って設けられている。シー
ルド電極６は、絶縁層３１上に設けられている。
【００９７】
　トラップ電極７は、平面視において、シールド電極６より外側に設けられている。トラ
ップ電極７は、絶縁層３１上に設けられている。
【００９８】
＜実施形態１５＞
　図２２は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、実施形態１４と同
様である。トラップ電極７は、平面視において、シールド電極６より外側に設けられてい
る。トラップ電極７は、絶縁層３２上に設けられている。
【００９９】
＜実施形態１６＞
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　図２３は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、表示領域５０に近
い内側と外側とに、２つ設けられている。シールド電極６は、絶縁層３２上に設けられて
いる。一方、トラップ電極７は、内側と外側とに、２つ設けられている。トラップ電極７
は、絶縁層３１上に設けられている。
【０１００】
　トラップ電極７の１つは、平面視において、２つのシールド電極６の間に設けられてい
る。もう１つのトラップ電極７は、平面視において、外側のトラップ電極７の外側に設け
られている。即ち、本実施形態の液晶表示装置１００は、平面視において、内側からシー
ルド電極６、トラップ電極７、シールド電極６、トラップ電極７の順に配置されている。
なお、２つのシールド電極６は一体となっていてもよく、２つのトラップ電極７は一体と
なっていてもよい。
【０１０１】
＜実施形態１７＞
　図２４は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、実施形態１６と同
様である。トラップ電極７は、内側と外側とに、２つ設けられている。２つのトラップ電
極７は、絶縁層３２上に設けられている。１つのトラップ電極７は、２つのシールド電極
６の間に設けられている。もう１つのトラップ電極７は、外側のシールド電極６より外側
に設けられている。
【０１０２】
＜実施形態１８＞
　図２５は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、内側と外側とに、
２つ設けられている。２つのシールド電極６は、絶縁層３１上に設けられている。一方、
トラップ電極７は、内側と外側とに、２つ設けられている。２つのトラップ電極７は、絶
縁層３１上に設けられている。
【０１０３】
＜実施形態１９＞
　図２６は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、内側と外側とに、
２つ設けられている。内側のシールド電極６は、絶縁層３１上に設けられている。外側の
シールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。
【０１０４】
　トラップ電極７は、内側と外側とに、２つ設けられている。トラップ電極７は、絶縁層
３２上に設けられている。１つのトラップ電極７は、２つのシールド電極６の間に設けら
れている。もう１つのトラップ電極７は、外側のシールド電極６より外側に設けられてい
る。
【０１０５】
＜実施形態２０＞
　図２７は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、内側と外側とに、
２つ設けられている。内側のシールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。外側の
シールド電極６は、絶縁層３１上に設けられている。
【０１０６】
　トラップ電極７は、内側と外側とに、２つ設けられている。２つのトラップ電極７は、
絶縁層３１上に設けられている。１つのトラップ電極７は、２つのシールド電極６の間に
設けられている。もう１つのトラップ電極７は、外側のシールド電極６より外側に設けら
れている。
【０１０７】
＜実施形態２１＞
　図２８は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、絶縁層３２上に設
けられている。トラップ電極７は、絶縁層３１上に設けられている。トラップ電極７は、
平面視において、シールド電極６より内側に設けられている。
【０１０８】
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　本実施形態によれば、トラップ電極７が内側に設けられている。これによりトラップ電
極７は、表示領域５０と非表示領域６０との境界近くにあるイオンを、非表示領域６０側
に集めることができる。
【０１０９】
＜実施形態２２＞
　図２９は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、実施形態２１と同
様である。トラップ電極７は、絶縁層３２上に設けられている。トラップ電極７は、シー
ルド電極６より内側に設けられている。
【０１１０】
＜実施形態２３＞
　図３０は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、絶縁層３１上に設
けられている。トラップ電極７は、絶縁層３１上に設けられている。トラップ電極７は、
シールド電極６より内側に設けられている。
【０１１１】
＜実施形態２４＞
　図３１は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、絶縁層３１上に設
けられている。トラップ電極７は、絶縁層３２上に設けられている。トラップ電極７は、
平面視において、シールド電極６より内側に設けられている。
【０１１２】
＜実施形態２５＞
　図３２は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、内側と外側とに、
２つ設けられている。２つのシールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。
【０１１３】
　トラップ電極７は、内側と外側とに、２つ設けられている。２つのトラップ電極７は、
絶縁層３１上に設けられている。内側のトラップ電極７は、平面視において、内側のシー
ルド電極６より内側に設けられている。外側のトラップ電極７は、平面視において、内側
のシールド電極６と外側のシールド電極６との間に設けられている。
【０１１４】
＜実施形態２６＞
　図３３は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、内側と外側とに、
２つ設けられている。２つのシールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。
【０１１５】
　トラップ電極７は、内側と外側とに、２つ設けられている。トラップ電極７は、絶縁層
３２上に設けられている。内側のトラップ電極７は、内側のシールド電極６より内側に設
けられている。外側のトラップ電極７は、内側のシールド電極６と外側のシールド電極６
との間に設けられている。
【０１１６】
＜実施形態２７＞
　図３４は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、内側と外側とに、
２つ設けられている。２つのシールド電極６は、絶縁層３１上に設けられている。
【０１１７】
　トラップ電極７は、内側と外側とに、２つ設けられている。トラップ電極７は、絶縁層
３１上に設けられている。内側のトラップ電極７は、内側のシールド電極６より内側に設
けられている。外側のトラップ電極７は、内側のシールド電極６と外側のシールド電極６
との間に設けられている。
【０１１８】
＜実施形態２８＞
　図３５は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、内側と外側とに、
２つ設けられている。内側のシールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。外側の
シールド電極６は、絶縁層３１上に設けられている。



(15) JP 2016-71228 A 2016.5.9

10

20

30

40

50

【０１１９】
　トラップ電極７は、表示領域５０に近い内側と外側とに、２つ設けられている。２つの
トラップ電極７は、絶縁層３２上に設けられている。内側のトラップ電極７は、平面視に
おいて、内側のシールド電極６より内側に設けられている。外側のトラップ電極７は、平
面視において、内側のシールド電極６と外側のシールド電極６との間に設けられている。
【０１２０】
＜実施形態２９＞
　図３６は、液晶表示装置１００の断面図である。シールド電極６は、内側と外側とに、
２つ設けられている。内側のシールド電極６は、絶縁層３１上に設けられている。外側の
シールド電極６は、絶縁層３２上に設けられている。
【０１２１】
　トラップ電極７は、表示領域５０に近い内側と外側とに、２つ設けられている。２つの
トラップ電極７は、絶縁層３１上に設けられている。内側のトラップ電極７は、平面視に
おいて、内側のシールド電極６より内側に設けられている。外側のトラップ電極７は、平
面視において、内側のシールド電極６と外側のシールド電極６との間に設けられている。
【０１２２】
＜実施形態３０＞
　図３７は、液晶表示装置１００の断面図である。トラップ電極７は、走査線１１と同じ
層に設けられている。
【０１２３】
　シールド電極６は、実施形態１と同様である。トラップ電極７は、透明基板３０上に設
けられている。トラップ電極７は、複数の走査線１１の間に設けられている。なお、トラ
ップ電極７は、複数の走査線１１より内側に設けられてもよく、複数の走査線１１より外
側に設けられてもよい。
【０１２４】
　なお、シールド電極６は、上述の任意の実施形態と同様の形状であってもよい。この場
合に、トラップ電極７は、走査線１１と同じ層であって、平面視において、シールド電極
６におけるスリット６１の下方、又は複数のシールド電極６の間に設けられる。
【０１２５】
　本実施形態によれば、トラップ電極７は、走査線１１と同じ層に設けられている。これ
により、液晶表示装置１００を製造する際に、走査線１１とトラップ電極７とを、簡潔な
工程で製造することができる。
【０１２６】
＜実施形態３１＞
　図３８は、液晶表示装置１００の断面図である。本実施形態では、複数の走査線１１の
一部は、時間平均の電圧が共通電極４の電圧より低い。
【０１２７】
　また、複数本の走査線１１の間に、時間平均の電圧が共通電極４の電圧より低い１又は
複数本の低電圧走査線１２が設けられている。低電圧走査線１２は、平面視において、内
側のシールド電極６と、外側のシールド電極６との間に設けられている。
【０１２８】
　本実施形態によれば、低電圧走査線１２がイオンをトラップするので、簡易な構成で効
果的にイオンを表示領域外に留めることができる。
【０１２９】
　なお、シールド電極６は、上述の任意の実施形態と同様の形状であってもよい。この場
合に、低電圧走査線１２は、平面視において、シールド電極６におけるスリット６１の下
方、又は複数のシールド電極６の間に設けられる。即ち、上述した実施形態におけるトラ
ップ電極７の全部に代えて、低電圧走査線１２が設けられる。
【０１３０】
　なお、本実施形態において、上述した実施形態におけるトラップ電極７をさらに備えて
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いてもよい。この場合、上述した実施形態におけるトラップ電極７の一部に代えて、低電
圧走査線１２が設けられる。
【０１３１】
　今回開示された実施例はすべての点で例示であって、制限的なものでは無いと考えられ
るべきである。本発明の範囲は、上記した意味では無く、特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される
。また、各実施の形態に記載されている技術的特徴は、相互に組合せ可能であり、組み合
わせることにより、新しい技術的特徴を形成することができる。
【符号の説明】
【０１３２】
１００　表示装置
２００　能動素子基板
３００　対向基板
９００　バックライト装置
１、　　１１　走査線　１２　低電圧走査線　
２、２１　信号線
４　共通電極
５　画素電極
６　シールド電極　６１　スリット
７　トラップ電極
３０　透明基板
３１、３２　絶縁層
３３　半導体層
３４　ソース電極
３５　ドレイン電極　
３８　駆動回路
３９　配向膜
４０　能動素子
５０　表示領域
６０　非表示領域
６５、７５　配線
９０　液晶
９１　透明基板
９２　カラーフィルタ
９３　遮光部　
９４　配向膜　
９５　封止部
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